
 

 

各学年共通した課題 
書くこと 

  文法事項や言語の働きなどを理解して、正確に書くことに課題が見られる。 

学年 設問 設問のねらいと問題の概要 正答率(%) 

１ 大問５（２）⑲ ○ 文法事項や言語の働きなどを理解して、正確に書く知識・技能 17.5 

２ 大問６（１）⑲ ○ 文法事項や言語の働きなどを理解して、正確に書く知識・技能 19.6 

― 復習のポイント ― 中学校第１・２学年の皆さんへ 

○ 英文について、どのような場面でのやり取りかを判断しましょう。 

   例 中学校第２学年 大問６（１） 

      ＜朝に教室で＞ 

       Ａ： Did you watch the soccer game on TV last night? 

       Ｂ： No, I didn’t. How was it? 

       Ａ： It was exciting. What were you doing then? 

       Ｂ： I ( listen to ) music. 

            正答 was listening to 

 

 

 

 

○ 書いた英文が正しく伝わるかどうかについて、自分で読み直して誤りを修正したり、友達とチェックし合った

りしてみましょう。また、自分が発話した内容を書き出したり、端末に録音して聞き直したりして、自分の英語

について確認しましょう。 

○ 「現在進行形と過去進行形」や「過去形と過去進行形」など関連のあることについてまとめて学習すること

も有効です。 

中学校英語 第１・２学年

Point 
コミュニケーションを行う目的や場面、状況について 
□ 会話の目的は何かな？どんな場面かな？ 
   → Aさんが Bさんに昨夜 TVで放送されたサッカーの

試合を見たか聞いている場面 
（Bさんはサッカーを見ずに音楽を聴いていた。） 

□ 過去進行形とはどんな時に用いるかな？ 
   → 過去のある時点の動作について説明する時に用いる。 


